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安全上のご注意

ご使用の前に必ずお読みください
正しくお使いいただくことでお使いになる方への危害お
よび、財産への損害を未然に防ぐことができます。安全
のために以下の警告事項、注意事項をお守りいただき、
製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、
いつでも見られるところに必ず保管してください。

「安全上のご注意」の絵表示

絵記号の意味

この記号は注意（警告を含む）しなければならない
内容であることを示しています。記号の中や近くに
注意内容が示されています。

例） 　「感電注意」を表す絵表示

この記号は禁止の行為（やってはいけないこと）を
告げるものです。記号の中や近くに具体的な内容が
書かれています。

 例） 　「分解禁止」を表す絵表示

この記号は必ず行っていただきたい行為を告げるも
のです。
記号の中や近くに具体的な内容が書かれています。

例） 　「電源プラグを抜く」を表す絵表示

警告
この表示を無視して誤った取
り扱いをすると、死亡した
り、人体に多大な損傷を負う
可能性が想定される内容を示
しています。

注意
この表示を無視して誤った取
り扱いをすると、人が損傷を
負う可能性又は物的損害のみ
の発生が想定される内容を示
しています。
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安全上のご注意

禁止

本製品は以下のようなところ（環境）で使用および保管を
しないでください。
故障の原因となることがあります。
● 保温性・保湿性の高い（じゅうたん・カーペット・スポ

ンジ・ダンボール・発泡スチロールなど）場所での使用
（保管時は問題ありません）

● 湿気が多いところやホコリが多いところ
● 直射日光があたるところ
● 温湿度差の激しいところ
● 水気の多いところ（台所、浴室、水辺、海岸など）
● 腐食性ガス、油煙の中
● 静電気の影響が強いところ
● 熱の発生する物の近く（ストーブ、ヒーター、コンロな

ど）
● 強い磁力電波の影響を受けるところ（磁石、ディスプレ

イ、スピーカなどの近く）
● 振動や衝撃の加わる場所や傾いた場所

禁止

本製品は精密部品により構成されています。以下のことに
ご注意ください。
● 落としたり、衝撃を加えない
● 本製品の上に飲み物などの液体や、クリップなどの小部

品を置かない
● 重いものを上にのせない
● 本製品のそばで飲食・喫煙などをしない

厳守

ケーブルは足などに引っ掛けないように、配線してくださ
い。足を引っ掛けると、けがをしたり、接続機器の故障の
原因になります。また、ケーブルの上に重いものを載せな
いでください。じゅうたんの下などに配線したときは気づ
かず重いものを載せてしまいがちですので十分注意してく
ださい。また、熱器具のそばに配線しないでください。ケ
ーブル被覆が溶けたり、破れたりし、接触不良などの原因
になります。

厳守

ほかの電子機器に隣接して設置した場合、お互いに悪影響
をおよぼし電波傷害をひきおこすことがあります。特に近
くにテレビやラジオなどがある場合、音声が乱れたり、画
像が乱れたりする場合があります。その場合は次のように
してください。
● テレビやラジオなどからできるだけ離してください。
● テレビやラジオのアンテナの向きを変えてください。
● コンセントを別に分けてしてください。

注意 
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厳守

長時間に渡って映像をみる場合は一定の間隔で休憩をとっ
てください。

禁止

排気ファン動作中は電源ケーブルを抜かないでください。
冷却ファンの回転音が止まり、主電源をオフにしてから電
源ケーブルを抜いてください。

禁止

ランプモジュールのお取り扱い時は、手袋などをして素手で
はさわらないようにしてください。ランプモジュールのプラ
スチック部分以外は、絶対にさわらないでください。破損す
る恐れがあります。

厳守

ご使用直後はランプモジュール部分は大変高温になってい
ます。絶対に触れないでください。ランプモジュールの交
換はご使用後１時間程度放置し、余熱が完全に取れてから
行ってください。やけどの恐れがあります。

厳守

ランプモジュールを落とさないようご注意ください。

ガラスが散り、けがをする恐れがあります。

禁止

指定の電池（単4型乾電池）以外は使用しないでください。指
定以外の電池を使用した場合、故障の原因となります。

厳守

電池を使い終ったときや、長時間使用しない時は取り出し

てください。
電池を入れたままにしておくと、過放電により液が漏れ、
けが、故障などの原因となります。

厳守

取り付け時には、極性に十分注意して取り付けてくださ
い。（電池には＋極と－極があります。）故障の原因とな
ります。

注意

本製品を使用中にデータなどが紛失した場合でも、データ
などの保証は一切いたしかねます。

故障に備えて定期的にバックアップをお取りください。
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警告 

厳守

煙がでている、へんなにおいがする、へんな音がするなどの異常が
発生したときはすぐに使用を中止してください。万一異常が発生
した場合は電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい。そのまま使用すると、感電したり、火災の原因になります。

水濡れ禁止

本製品を濡らさないでください。水気の多い場所で使用し
ないでください。 お風呂場、台所、海岸・水辺での使用は
火災・感電・故障の原因となります。

厳守

本製品を設置するときは、他の機器、壁などから適当な間隔をと
ってください。内部に熱がこもり、火災の原因となることがあり
ます。目安として10cm以上の空間を空けてください。

禁止

本製品は紙、布などの柔らかいものや軽いものの上に設置しない
でください。通気孔（レンズに向かって右側面と、背面）に吸い
ついて内部の温度が上昇し、火災の原因となることがあります。

禁止

本製品を使用するときは近くに燃えやすいものを置かない

でください。
火災の原因となることがあります。

厳守

温度差のある場所への移動するとき、表面や内部が結露す

ることがあります。結露した状態で使用すると、火災や感

電の原因になります。使用するところで電源を入れずにそ

のまま数時間放置してからお使いください。

分解禁止

改造・分解はしないでください。お客様による修理は行な

わないでください。
火災や感電、やけど、動作不良の原因になります。

禁止

本製品内部へ異物を入れないでください。金属類や燃えやすい物
などを入れないでください。火災や感電の原因になります。特に
通風孔には異物がはいらないよう注意してください。

禁止

ぶつけたり、落としたりして衝撃を与えないでください。
そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因になります。

禁止

使用中はレンズをのぞかないでください。
レンズからは非常に強い光が発せらていて、目を痛める原
因となりますので、絶対にのぞかないでください。
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禁止

本製品は下記のようなところで使用しないでください。
故障の原因になったり、思わぬ事故のもとになります。
● ほこりの多いところ
● 振動や衝撃の加わるところ
● 不安定なところ
● 通気孔（レンズに向かって右側面と、背面）がふさがる

とこ
● 温度差の激しいところ
● 水分や湿気の多いところ
● 温度が高いところ

禁止

使用中や使用後は排気孔（レンズのある面）およびその回
り、設置台が熱くなります。
やけどの原因になりますので、触らないでください。

厳守

ランプモジュールを交換するときは、必ず電源ケーブルを
コンセントから抜いて行なってください。感電の原因とな
ります。

禁止

ケーブルは付属のものを使用し、次のことに注意して取り
扱ってください。取り扱いを誤ると、ケーブルが傷み、火
災や感電の原因になります。
● 引っ張ったり、折り曲げたりしない
● 圧力をかけたり、押しつけない、ものをのせない
● 加工しない
● 熱器具のそばで使わない

厳守

電源プラグはほこりが付着していないことを確認して使用してく
ださい。接触不良で火災の原因になります。電源プラグは根本ま
でしっかりさしてください。根本までさしてもゆるみがある場合
は接続しないでください。販売店や電気工事店に依頼し、コンセ
ントを交換してください。電源コンセントはたこ足配線、テーブ
ルタップやコンピュータなどの裏側の補助電源への接続をしない
でください。

厳守

電源コードの抜き差しは必ずプラグ部分を持って行なってください。電源
コードを引っ張るとケーブルが傷み、火災の原因になります。電源プラグ
をコンセントから抜き差しするときは、濡れた手で行なわないで下さい。
濡れた手で行うと感電の原因になります。
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禁止

電池の液が漏れたときは、液に触れないでください。
● 電池の液が目にはいったり、体や皮膚につくと失明やけ

が、炎症の原因となります。液が目に入ったときは目をこ
すらず、すぐに水道水などのきれいな水で充分に洗い、た
だちに医師の診察を受けてください。

● 液が体や衣服についたときすぐに水道水などのきれいな水
で充分洗い流してください。皮膚の炎症やけがの症状が
あるときは、医師に相談してください。

厳守

電池は小さなこどもの手の届かない場所に置いてください。電池
は飲み込むと、窒息したり、胃などに障害をおこしたりする原因
になります。万一、飲みこんだときは、ただちに医師に相談して
ください。

禁止

（＋）（－）を金属類で短絡させないでください。液が漏れた
りして、けがややけどの原因となります。

厳守

電池から液が漏れたら、すぐに火気より遠ざけてください。漏
れた液やそこから発生する気体に引火して、発火・破裂の恐れ
があります。

禁止

電池を火の中に入れたり、加熱・分解・改造・充電しないでく
ださい。また、水で濡らさないでください。
液が漏れたりして、けがややけどの原因となります。

厳守

注意

発火注意

電源ケーブルを取り扱つかうときは以下のことにご注意ください。
● 電源ケーブルを無理に曲げたり、ねじったり、引っ張った

りしないでください。ケーブルを加工しないでください
● 電源ケーブルをコンセントから抜くときは、必ずプラグ部

分を持って抜いてください。ケーブルを引っ張ると、ケー
ブルが傷み、火災・感電・故障の原因となります。

● 濡れた手で電源ケーブルのプラグをコンセントに接続した
り抜いたりしないでください。感電の原因となります。電
源ケーブルがコンセントに接続されているときには濡れた
手で本体に触らないで下さい。感電の原因となります。

● 電源ケーブルのプラグは根本までしっかり差し込んでくだ
さい。ほこりが付着していないことを確認してからおこな
ってください。接触不良で火災の原因となります。

厳守

本製品を使用する際は、接続するパソコンや周辺機器メーカー
が指示している警告、注意表示を厳守してください。
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設置場所について
本プロジェクターは180wのランプを使用しており、内部が大変
熱くなります。以下の設置場所をお守りください。
● 風通しの良いところに設置してください。内部に熱がこもら

ぬ様、充分注意し、通風孔（レンズに向かって右側面と背
面）をふさぐことなく、充分な空気循環ができるようにして
ください。

● 高温になる場所には設置しないでください。直射日光にあた
る場所や、熱器具（ストーブ、ヒーター、ホットカーペット
など）の近くに設置しないでください。

● 屋内で使用してください。屋外で使用することを前提に設計
されてません。故障の原因になります。

● 設置場所の強度が充分あるところに設置してください。高い
場所への設置時は、ぶつかったり、落下したりしないことを
充分に注意し、安全に設置してください。

● 油煙や腐食性のガスのあるところには設置しないでくださ
い。

● 振動や連続的な衝撃の加わるようなところには設置しないで
ください。

見る場所について
● 画面との距離を適度にとってご覧ください。
● 長時間見るときは適度に休憩をしてください。

お手入れについて
● レンズや本体が汚れたときは乾いた柔らかくきれいな布等で

軽く拭いてください。汚れがひどいときは柔らかくきれいな
布に水または中性洗剤を含ませて良く絞ってから軽く拭いて
ください。

● 水滴などがレンズについた場合はすぐに乾いた柔らかくきれ
いな布等で拭いてください。そのまま使用すると、表示面が
変色したり、シミになったりする原因となります。また、水
分がつくと故障の原因となります。

● 清掃を行なうときは、かならず電源を切り、電源コードをコ
ンセントから抜いてください。

廃棄について
廃棄するときは、地方自治体が定める条例にしたがってくださ
い。
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  推奨事項:

▀■   お手入れをするときは、プロジェクターの電源を切ってくださ
い。

▀■   ディスプレイ筐体は、中性洗剤で軽く湿らせた柔らかい布で
拭いてください。

▀■   本製品を長時間使用しない場合は、電源プラグをコンセントか
ら抜いてください。

  禁止事項:

▀■   本体の通風用のスロットや開口部を塞がないでください。

▀■   本体を研磨材入りクリーナー、ワックス、溶剤などでお手入れ
しないでください。

▀■   以下のような環境下では使用しないでください。

-   極端に気温の高い、低い、あるいは湿気の多い場所。

-   大量のほこりや汚れにさらされる場所。

-   強い磁場を生成する機器の近く。

-   直射日光の当たる場所。
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眼の安全保護について
 

▀■ 使用中はレンズを覗かないでください。

▀■ プロジェクターの光源に向かって立たないでください。
出来る限り、離れてください。

▀■ プレゼンテーションする時のランプ パワーを節約するため
に、部屋の明るさは出来るだけ、暗くしてください。
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はじめに

製品の特徴
 

Optomaプロジェクターをお選びいただきありがとうご
ざいます。本プロジェクタはDVDプレーヤー機能が組
み込まれたシングルチップDLP®プロジェクタです。

▀■ コントラスト2200 :1. 高輝度1500ルーメン

▀■ 赤外線リモートコントローラ

▀■ ユーザフレンドリーな多言語オンスクリーンディス
プレイメニュー

▀■ 先進的デジタルキーストン補正および高機能フルス
クリーン映像再スケーリング

▀■ ユーザフレンドリーなコントロールパネル

▀■ ビデオ互換 - Sビデオ、コンポジットおよび
HDTV(480i/p, 576i/p, 720p, 1080i)対応NTSC/PAL/
SECAM対応

▀■ コンピュータ互換 - SXGA、XGA圧縮および
VGAリサイズ

▀■ プロジェクター接続に対応したオリジナルデジタル
DVDプレーヤー

SVGAリアル、

▀■ 5W x 2ステレオスピーカー組み込み

▀■ デジタルオーディオ出力およびステレオ出力

▀■ DVDプレーヤー互換 - 

 メディア互換：DVD、DVD-R、DVD+R、DVD- 
RW、DVD+RW、CD-R、CD-RW

 フォーマット互換：DVD、VCD、オーディオCD、
MP3、WMA、JPEG





16

日
本
語

はじめに

メインユニット

製品の概要

1.   ズームレバー
2.   フォーカスリング
3.   ズームレンズ
4.   エレベーターボタン
5.   エレベーターフット
6.   リモコン受光部

7.   DVDパネル
8.   プロジェクタパネル
9.   接続ポート
10. 電源ソケット
11. スピーカ

11

11

6

2
3
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9
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日
本
語

はじめに

プロジェクターパネル

DVDパネル

1.   ランプLED
2.   温度LED
3.   ソース
4.   メニュー
5.   リシンク
6.   電源ボタン/電源LED
7.   音量 -
8.   音量 +
9.   エンター
10. 4方向選択キー

7

51

86 10

1.   再生/一時停止
2.   ストップ
3 DEL DVD   .
4.    エンター
5.   4方向選択キー
6.   前ボタン
7.   次ボタン
8.   イジェクトボタン

2 3 4

9

321

6 7 854
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日
本
語

はじめに

接続ポート

1.   VGA入力コネクタ
(PCアナログ/SCART RGB/HDTV/コンポーネントビデオ)

2.   Sビデオ入力コネクタ
3.   サービスコネクタ
4.   ステレオオーディオ出力コネクタ
5.   デジタルオーディオ出力コネクタ
6.   オーディオ入力コネクタ
7.   MicrosaverTM ロックポート
8.   コンポジットビデオ入力コネクタ
9.   電源ソケット

1 2 3 4 5

7 8 9

6
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日
本
語

はじめに

リモートコントロール

1.   電源オン/オフ
 oediV-S   .2 ソース

 buS-D   .3 ソース
 DVD   .4 ソース

5.   ストップボタン
6.   プレイボタン
7.   早戻しボタン
8.   前ボタン
9.   オーディオ
10. エンター
11. キーストン +/-

3:4 .21
I-9:61 .31

14. 数値ボタン
 B-A .51 繰り返し

16. スローボタン
17  OTOG . ボタン
18. 繰り返しボタン
19. 戻るボタン
20. コンポジットビデオソース
21. ディスプレイ
22. ポーズボタン
23. 早送りボタン
24. 次ボタン

 DVD .52 メニュー
26. 4方向選択キー

 . 72 プロジェクターメニュー
28. 音量 +/-
29. サブタイトル

evitaN .03
II-9:61 .13

32. アングル

4 20
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2
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26

日
本
語

インストール

DVD 互換の種類

ディスクの
種類

直径 レコーダ

DVD 12cm DVDデータフォーマッ
ト：圧縮デジタルオーデ
ィオ + 圧縮デジタルビ
デオ

VCD 12cm MPEG圧縮デジタルオー
ディオ + 圧縮デジタルビ
デオ

Audio CD 12cm CD-DA: デジタルオーデ
ィオ

MP3/JPEG 12cm 圧縮デジタルオーディオ

WMA 12cm 圧縮デジタルオーディオ

JPEG 12cm デジタルフォト

プロジェクターの電源をオフするには

1. [電源]ボタンを押し、プロジェクタランプの電源をオフし

ます。プロジェクターのスクリーンに「ランプを消します

か？映像ミュート」が表示されます。確認のために再度[電

源]ボタンを押します。押さなければ約30秒後にメッセージ

が消えます。

  キーを押すと、プロジェクターは「映像ミュート」モー

ドとなり、なにも映像が表示されません。「映像ミュート」

モードを終了するには、再度[電源]ボタンを押します。

2. 冷却ファンは、約60秒間冷却サイクルとして回転し続け、

[電源LED]が緑で点滅します。[電源LED]が青色点滅する

と、プロジェクターはスタンバイモードになります。

 プロジェクタの電源を再度オンするには、冷却サイクルが

終了し、スタンバイモードになるまで待たなければなりま

せん。スタンバイモードになれば、[電源]ボタンを押して

プロジェクタを始動します。
3. 電源ケーブルを外してください。



27

日
本
語

インストール

4. 電源オフの操作した後に、すぐにプロジェクターの電源を
オンにすることはできません。

 警告インジケータ

▀■  「ランプ」インジケータが赤色点滅すれば、プロジェクター
は自動的にシャットダウンします。販売店またはサービス
センターにお問い合わせください。

▀■  「温度」インジケータが赤色点滅すれば、プロジェクター
はオーバーヒートしています。プロジェクターは自動的に
消えます。
通常の状況では、冷却後プロジェクターを再度オンするこ
とが可能です。問題が繰り返し発生する場合、販売店また
はサービスセンターにお問い合わせください。

▀■  「温度」インジケータが約10秒間赤色点滅すれば、ファン
が故障しています。販売店またはサービスセンターにお問
い合わせください。

▀■  「温度」インジケータが赤色点滅すれば、フォトセンサー
が故障しています。販売店またはサービスセンターにお問
い合わせください。

▀■  「ランプ」インジケータが赤色点滅すれば、カラーホイー
ルセンサーが故障しています。販売店またはサービスセン
ターにお問い合わせください。



28

日
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語

インストール

プロジェクターの高さを調整するには

プロジェクターには高さを調整するためのエレベーター
フットが付いています。

映像位置調整をするには：

1. エレベータボタンを押し、調整できるようフットを伸
ばします。

2. エレベータボタンを押している間、フットを希望する高
さに調整できます。そしてボタンを離しエレベータフ
ットをロックします。

3. 傾きの微調整にはを用いてください。

4. 必要に応じて、プロジェクタがフットに当るまで下げま
す。

投影されたイメージの調整

1. エレベーター
ボタン

2. エレベーター
フット

3. チルト調整フ
ット

12

33





30

日
本
語

インストール

映像のアスペクト比を調整するには

鑑賞しているビデオソースの種類によって、スクリーン上で映
像が正確に表示されるとは限りません。

4:3 フォーマット

16:9-I フォーマット

16:9-II フォーマット



31

日
本
語

インストール

映像の傾きを調整するには

プロジェクターが垂直方向に傾いている場合、上部と底部が均
等であっても、スクリーン上の映像のサイドが中か外に傾くこ

とがあります。[キーストーン +/-]ボタンを使って、映像を調
整します。

キーストーン +

キーストーン -



32

日
本
語

ユーザコントロール

リモートコントロールを使用する

電源 [電源]を押してプロジェクタのランプをオンし
ます。詳しい情報は24-27ページの「プロジェク
ターの電源をオン/オフする」を参照してくださ
い。

4:3 4:3アスペクト比で画像を拡大縮小します。

16:9-I 16:9アスペクト比で画像を拡大縮小します。

16:9-II 854x480にスケールし、映像中の800x480を選ん
で中央に表示します。

Native 入力ソースは、拡大縮小されずに表示されま
す。

DVDソース DVDソースを選択します。

D-SUBソース VGA/コンポーネント/SCARTコネクタからアナ
ログRGB/コンポーネントソースを選択します。

S-VIDEOソ
ース

[S-Video]を押して、S-ビデオソースを選択しま
す。

コンポジット
ビデオソース

[Video]を押して、コンポジットビデオソースを
選択します。

 エンター 項目の選択を確認します。

プロジェクタ
メニュー

プロジェクターのオンスクリーンディスプレイメ
ニューを表示するか終了します。

4方向選択キー      ボタンを押して、アイテムの選
択や選択内容の調整をします。

キーストン  
+/-

プロジェクターの傾きから起こる映像の傾きを調
整します。

音量 +/- 音量を大きく/小さくします。

DVDメニュー 一部のDVDでは、メニューを使用してディスク
内容を選択します。これらのDVDを再生すると
き、メニューを使用してサブタイトルの言語と
サウンドトラック言語などを選択できます。

コントロールパネルおよびリモートコ
ントロール
機能をコントロールするには、2つの方法があります：コ
ントロールパネルとリモートコントロールを使った方法
です。
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日
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ユーザコントロール

ディスプレイ DVD状態を表示します（タイトル；チャプタ
ー；時間；情報）

サブタイトル 希望するサブタイトルの言語を選択します。

オーディオ 希望するオーディオ言語またはサウンドモード
を選択します。

数値ボタン プレイバック用のトラック番号を選択します。

A-B繰り返し 選択したセレクションのプレイバックを繰り返
します。

アングルボタン カメラアングルを選び、違ったアングルからプ
レイバックのシーケンスを鑑賞します。

DVDに特定シーンの複数のアングルが含まれる
とき、[アングル]機能を使用できます。

 早戻しボ
タン

2、4、8、20倍のスピードで巻き戻しサーチする
ために押します。

 前ボタン 前のタイトル/チャプターにスキップするために
押します。

 次ボタン 次のタイトル/チャプターにスキップするために
押します。

 早送りボ
タン

2、4、8、20倍のスピードで早送りサーチするた
めに押します。

 プレイボタン プレイバックを始めるために押します。

 ストップボ
タン

プレイバックを停止するために押します。 

 ポーズボタ
ン

プレイバックを一時停止するために押します。 
 [プレイ]ボタンを押して通常のプレイバック

に戻します。

スロー 早送りまたは巻き戻しをスローで再生するため
に押します。

GOTO 希望する開始時間、チャプターまたはタイトル
を選択するために押します。

リピート 現在のディスク、タイトル、チャプターまたは
トラックのプレイバックを繰り返します。

戻る 直前の操作に戻ります。



34

日
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ユーザコントロール

プロジェクタ－パネルを使用する

 Stand By
(電源)

電源LED

[電源]を押してプロジェクターのランプをオン
します。詳しい情報は24-27ページの「プロジェ
クターの電源をオン/オフする」を参照してくだ
さい。

プロジェクタの状態を表示します。

 ランプLED プロジェクターのランプ状態を表示します。

 温度LED プロジェクターの温度状態を表示します。

/ 
音量 +/-

音量を大きく/小さくします。

 ソース RGB、Sビデオ、コンポジット、コンポーネント
またはHDTVのソースを選択します。

再同期 自動的にプロジェクターを入力ソースに同期させ
ます。

 エンター 項目の選択を確認します。

 メニュー プロジェクターのオンクリーンメニューを表示す
るか終了します。

4方向選択キー      ボタンを押して、アイテムの選
択や選択内容の調整をします。

DVDプレーヤーが動作

しているとき、「再同

期」機能は使用できま

せん。

NoteNote
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日
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ユーザコントロール

DVDパネルを使用する

 DVD LED DVDのステータスを表示します。

 イジェクト
ボタン

再生を停止し、ディスクを取り出します。

 前ボタン 前のタイトル/チャプターにスキップするために
押します。

 次ボタン 次のタイトル/チャプターにスキップするために
押します。

/  プレイ/ポ
ーズボタン

プレイバックをプレイ/一時停止するために押し
ます。

 ストップボ
タン

プレイバックを停止するために押します。

/ 
音量 +/-

音量を大きく/小さくします。
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日
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ユーザコントロール

プロジェクターメニューの操作方法

1. OSDメニューを開くには、リモートコントロールの[プロジェクター

メニュー]か、コントロールパネルの[メニュー]を押します。

2. OSDが表示されていると    キーを押してメインメニューの

項目を選択します。特定のページで選択を行っている間、  キ

ーを押すとサブメニューに入ります。

3.   キーを押し希望する項目を選択したうえで、   キーで

設定を調整します。

4. サブメニューで調整するためには次の項目を選択し、上記説明に

従って調整します。

5. [プロジェクターメニュー]/[メニュー]を押して確認し、スクリー

ンをメインメニューに戻します。

6. 終了するためには、再度[プロジェクターメニュー]/[メニュー]を

押します。どのキーも押さない場合、自動的に 30 秒後メニュー表

示が消えます。OSD メニューがクローズし、プロジェクターは新

しい設定を保存します。

オンスクリーンディスプレイメニュー

プロジェクターには多言語のオンスクリーンディスプレ
イ(OSD)メニューが備わっており、映像の調整やさまざ
まな設定を変更することができます。プロジェクターは
自動的にソースを検知します。

メインメニュー サブメニュー 項目
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ユーザコントロール

プロジェクター用のメニューツリー
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日
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ユーザコントロール

言葉

 言語

 多言語メニューを表示します。希望する言語を選択するには、  

と  を使用します。

 選択を終了するには「エンター」を押します。
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ユーザコントロール

イメージ - I

「彩度」サブメニュー

はアナログRGB入力ソ

ースの下ではサポート

されません。

 ディスプレイモード

 さまざまな映像種類の組み合わせ用に、プリセットが用意さ

れています

▀■  Cinema：ホームシアター用。

▀■  sRGB：標準PCカラー用。（最適の色彩表現）

▀■  Vivid：ダイナミックフレーム用。

▀■  Game：ゲーム用

▀■  PC：コンピュータ/ノートパソコン用（最も明るい画面）

▀■  User：ユーザの設定を記憶する。

 明るさ

 映像の明るさを調整します。

 ▀■ 映像を暗くするには、  を押します。

 ▀■ 映像を明るくするには、  を押します。

 コントラスト

 コントラストは、映像のうち最も明るい部分と最も暗い部分

の差の度合いを調整します。コントラストを調整し、映像の

ブラックとホワイトの量を変化させます。

 ▀■ コントラスを減少させるには  を押します。

 ▀■ コントラスを増加させるには  を押します。

 彩度

 ブラックとホワイトのビデオ映像をあふれるほどの色の濃さ

映像に調整します。

 ▀■ 映像のカラー量を減少させるには  を押します。

 ▀■ 映像のカラー量を増加させるには  を押します。

NoteNote
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ユーザコントロール

 色合い

 赤色と緑色のカラーバランスを調整します。

 ▀■ 映像のグリーン量を増加させるには  を押します。

 ▀■ 映像の赤色量を増加させるには  を押します。

 シャープネス

 映像のシャープネスを調整します。

 ▀■ シャープネスを減少させるには  を押します。

 ▀■ シャープネスを増加させるには  を押します。

「色合い」サブメニュ

ーはアナログRGB入力

ソースの下ではサポー

トされません。

NoteNote
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ユーザコントロール

イメージ - II

 ガンマ

 ガンマカーブを選択し、入力用の映像品質を好みの状態に調整し

ます。

 ホワイト レベル

 ホワイトピークコントロールを使い、DMDチップのホワイトピー

クレベルを設定します。「1」が最低ピークで、「10」が最大ピー

クです。強力な映像を希望する場合、最大の設定に調整してくだ

さい。スムーズでより自然な映像には、最低の設定に調整してく

ださい。

 色温度

 色温度を調整します。範囲は「0」から「2」です。より高い温度

設定では、スクリーンは冷たい感じがします。低い温度設定では

スクリーンは暖かく感じるようになります。

 TrueVivid™

 明るさ（オフセット）やコントラスト（ゲイン）用に赤、緑、青

セットする場合には、エンターキーを押してください。

を選択するには、  または  を使用します。
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 信号

 
 ▀■  周波数：ディスプレイデータの周波数を変更し、コンピュータ

グラフィックカードの周波数に合わせます。垂直のちらつきの

バーが見えたら、この機能を使い調整してください。

 ▀■  位相：グラフィックカードディスプレイの信号タイミングに同

期します。もし映像が安定せずちらつけば、この機能を使い修

正します。

 ▀■ 水平位置：水平ポジションを調整します。

 ▀■ 垂直位置：垂直ポジションを調整します。

 リセット

 「はい」を選択し、さらに「エンター」を押します。このメニュ

ーでディスプレイパラメータが、工場によるデフォルト設定に復

帰します。

アナログRGBおよびア

ナログYPbPr入力ソー

スでは、「信号」サブ

メニューがサポートさ

れていません。

NoteNote
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ソース 480i/p 576i/p 720p 1080i PC
4:3 800x600にスケール

16:9-I 800x450にスケール

16:9-II 854x480にスケールし、映像中の800x480を選んで

中央に表示します。

Native 1:1 1:1 800x720 
で中央

960x540 
で中央

1:1

 フォーマット

 ▀■  4:3： 横縦比（アスペクト比）が4:3にスケーリングされます。

 ▀■  16:9-I：プロジェクターの標準ワイドスクリーンディスプレイ

です。

 ▀■  16:9-II：プロジェクターの非標準ワイドスクリーンディスプ

レイフォーマット。画像のアスペクト比が 1.67:1 以下の場合、

元の画像の一部が切り取られます。

 ▀■  Native：このフォーマットでは、スケーリングせずに元画像を

表示します。

 ズーム 
 映像をズームするために異なる拡大比率が備わっています。映像

はズーム後、中央に表示されます。

 イメージ シフト

 映像の垂直方向の位置を調整する機能です。「0」は未調整である

ことを意味します。

表示
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 Overscan(オーバースキャン)

 いくつかの選択モードがあり、映像の各エッジのエラー部分を消

して映像をズームします。

 キーストン

 プロジェクターの傾きから起こる映像の傾きを調整します。（

±16度）

 リセット

 「はい」を選択し、さらに「エンター」を押します。このメニュ

ーでディスプレイパラメータが、工場によるデフォルト設定に復

帰します。
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 メニュー位置

 スクリーン上のメニューの表示位置を選択します。

 投射方式

▀■    フロント 

工場出荷時の初期設定。

▀■ フロント－天井

この機能を選択すると、プロジェクターは映像の上下・左右を反

転することができるため、プロジェクターを天井に取り付けるこ

とができるようになります。

▀■ リア

この機能を選択すると、プロジェクターは映像の左右を反転する

ことができるため、半透明スクリーンを使用し、リア投影できます。

▀■    リア－天井

この機能を選択すると、プロジェクタは映像の上下を反転するこ

とができるため、天井に取り付けたプロジェクタで半透明スクリー

ンを使用し、リア投影できます。

 シグナルタイプ

 信号の種類、RGBまたはビデオソースを選択します。

 Source Lock
 この機能がオフの場合、現在の入力信号がなくなると、プロジェ

クターが他の接続ポートの信号を探します。この機能がオンの場

合、選択した接続ポートの信号を探します。

 高海拔

 プロジェクタを高海拔エリアで使用する場合、機械を冷却するた

めに高海拔項目で「オン」を選んでください。

システム

    

    



46

日
本
語

ユーザコントロール

 DVD Setup
「エンター」を押してDVDメニューに移動します。

 ミュート

▀■  オン:内蔵スピーカーがミュートになっています(スイッチはオ

フ)。

▀■  オフ:内蔵スピーカーのミュートがオフになっています -スピ

ーカーは機能します。

▀■  イヤホーン:イヤホーンがプロジェクターの「ステレオオーディ

オ出力」に接続されているとき、内臓スピーカーはオフになり

ます。イヤホーンを「ステレオオーディオ出力」から外すと、ス

ピーカーのスイッチは再びオンになります。

 リセット

 「はい」を選択し、さらに「エンター」を押します。このメニュ

ーで表示パラメータが、工場によるデフォルト設定に復帰しま

す。
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バルブのセッティング

 ランプ使用時間

 累積ランプ運用時間を表示します。

 ランプリセット

 新しいランプに交換したとき、ランプの使用時間をリセットしま
す。

 ランプ警告

 ランプ変更メッセージが表示された場合、警告メッセージを表示

するか非表示にするかを選択します。メッセージは寿命の30時間

前から表示されます。
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WMA/MP3/JPEGプログラムの操作方法

1. MP3/JPEGディスクを挿入した場合、DVDプレーヤーは自動的に

プログラムを検出します。

2. 自動でMP3の最初のテーブルを入力するために、優先順位を決定

してください。このファイルフォルダのもとで、最初の曲がプレ

イします（カーソルは「01」の位置で停止します）。

3. ファンクションメニューを選択するには、   キーを使用しま

す。マークアイコンが透明のフルカラーに変わります。

4. 希望のトラックを選択するに   キーを使用します。選択し

たスターの後ろで点滅し始めます。

5. プレイするには、[エンター]/[プレイ]ボタンを押します。

6. プログラムに戻るには、[戻る]キーを押します。

7. プログラムを終了するには、［メニュー］を押します。 

現在のタイトル

ファイルフォルダ

スライディングバー

JPEG フォーマット

再生ボタン

MP3/WMA フォーマット

ファイルリスト
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項目サブメニューメインメニュー

DVDメニューの操作方法

1. DVD OSDメニューを開くには、リモコンの[プロジェクタメニュ

ー]を押し、「システム-->DVDセットアップ」に移動します。

2. DVD OSDが表示されているとき、   キーを押してメイン

メニューの項目を選択します。特定のページで選択を行ってい

る間、[エンター]キーか  キーを押すとサブメニューに入りま

す。

3.   キーを押し希望する項目を選択し、   キーで設定を調

整します。

4. サブメニューで調整するためには次の項目を選択し、上記説明に

従って調整します。

5. [セットアップを終了する]を選択して確認し、スクリーンをメイ

ンメニューに戻します。

6. 終了するには、［設定］/［入力］を押します。
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DVD用のメニューツリー

システム設定

言語設定

デジタルセットアップ

テレビシステム

スクリーンセーバー

テレビタイプ

暗証番号

レーティング

デフォルト

セットアップ終了

画面表示言語

オーディオ言語

字幕言語

メニュー言語

セットアップ終了

SPD IFアウト

キー

セットアップ終了

ブライトネス

コントラスト

彩度

アウトプットレベル

セットアップ終了

ダウンミックス

出力モード

DYNAM IC レンジ

ステレオモード

セットアップ終了

NTSC/PALGO/PAL/ オート

オン /オフ

4:3LB/4:3PS/16:9

成人用 /
チャイルドロック /制限なし

復元

ENGL ISH/FRANÇAIS/РУССКИЙ
/ESPAÑOL/

PORTUGUÊS/NEDERLANDS/SVENSK
繁體中文 /筒体中文 /日本語

SPD IFオフ，SPD IF/RAW，SPD IF/PCM

ノーマル /エンハンスト /
ダイナミック /USER

LT/RT，ステレオ，オフ

ライン出力

FULL, 6/8, 4/8, 2/8, オフ

ステレオ /モノラル左 /
モノラル右 /混合モノ音

映像出力

スピーカーセットアップ
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システム設定

 テレビシステム

 テレビを見ているようにシステムを選択します。 

 スクリーンセーバー

 停止、オープン、ディスクなし、あるいは60秒間トレイのプレイ

が開始しない場合、「オン」を選択しスクリーン保護機能を実行

させます。スクリーンセーバー機能を取り消すには、「オフ」を

選択します。

 テレビタィプ

 この機能を使って、目的のTVタイプを選択します。

 

3. 16:9 (ワイド画面)： ワイド画面TVに接続して利用できるオ

プション。

 1. 4:3LB (レターボックス)： 標準サイズTVでの使用に適して

いる。 画面のワイド画面再生フォーマット上部および底部

に、黒いバンドが表示されます。

 2. 4:3PS (パンスキャン)： 標準サイズTVで使用するのに適して

いる。ワイド画面再生フォーマットで、左右エッジを取り外

し、映像を調整して、全画面に設定します。

 注記

 ▀■  再生の品質は、ディスクのアスペクト比に関連しています。

ディスクの中には、選択した画面サイズで再生できないもの

があることがあります。

 ▀■  4:3フォーマットに対応したディスクについては、常に4:3にな
ります。

 ▀■  画面比の選択は、使用するTVの実際の画面比に適合している

必要があります。
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 暗証番号

 デフォルトの設定は、「パスワードがロックされています」で

す。「レーティング」を選択すればパスワードを訂正することは

できません。「レーティング」を選択し、数値キーを押して、マ

シンの初期パスワードをインポートするには：0000を入力し「エ

ンター」ボタンを押して確認します。パスワードを変更する必要

があれば、まず古いパスワードを入力し、それから新しいパスワ

ードを入力します。(有効なパスワードは 4 桁です)

 レーティング

 「レーティング」または「ペアレンタルロック」オプションによ

り、指定した年齢グループに対して特定シーケンスまたは映画全

体の表示を制限することができます。

 デフォル卜

 「復元」を選択し、さらに「エンター」を押します。このメニュ

ーで表示パラメータが、工場によるデフォルト設定に復帰しま

す。

 セットアップ終了

 メニューを終了します。

パスワードを忘れたと

き、初期パスワード

[0000]を入力してくだ

さい。

NoteNote
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言語設定

 画面表示言語

 オンスクリーンディスプレイメニュー用に希望の言語を選択

します。 

 オーディオ言語

 オーディオ言語を選択します。

 字幕言語

 字幕の言葉を選択します。

 メニュー言語

 DVDメニュー用に希望の言語を選択します。

 セットアップ終了

 メニューを終了します。
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デジタルセツトアツプ

 オ一ディオ出力

 DVDプレーヤーのDVDディスクの再生の間のみ有効になるよ

うに、機器の適切なデジタルオーディオ設定を選択します。

 ▀■ アナログ：サウンドをオフします。

 ▀■  SPDIF/RAW：プレーヤーがドルビーデジタルデコーダに

接続されている場合、この機能を選択します。

 ▀■  SPDIF/PCM：プレーヤーがドルビーデジタルデコーダに

接続されていないとき、この機能を選択します。

 キー

 サウンドのキーを調整します。

 セットアップ終了

 メニューを終了します。
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映像出力

 ブライトネス

 映像の明るさを調整します。

 ▀■ 映像を暗くするには、  を押します。

 ▀■ 映像を明るくするには、  を押します。

 コントラスト

 コントラストは、映像のうち最も明るい部分と、最も暗い部

分の差の程度を調整します。コントラストを調整し、映像の

ブラックとホワイトの量を変化させます。

 ▀■ コントラスを減少させるには  を押します。

 ▀■ コントラスを増加させるには  を押します。

 色の濃さ

 レッドとグリーンのカラーバランスを調整します。

 ▀■ 映像のグリーン量を増加させるには  を押します。

 ▀■ 映像のレッド量を増加させるには  を押します。

 Output Level (出力レベル)

 映像のさまざまな種類の組み合わせを考慮し、工場でプリ

セットが用意されています：[Normal(ノーマル)]、[En-
hance(エンハンス)]、[Dynamic(ダイナミック)]と[User(ユ
ーザー)]。

 セットアップ終了

 メニューを終了します。



56

日
本
語

ユーザコントロール

スピ一カ一セットアップ

 ダウンミツクス

オーディオシステムで得たオーディオチャンネルに従って、

チャンネルのダウンミックスが「LT/RT」、「ステレオ」ま

たは「オフ」のどれであるかを決定します。

 出力モ一ド

▀■  ラィン出力:線形圧縮を入力信号に送ります。ボリューム

は使用する接続する機器に左右されます。

 DYNAMIC レンジ

ダイナミックレンジは音量のピッチを決定します。ピッチは

「フル」、6/8、4/8、2/8または「オフ」として設定できます。

高音量のドルビーデジタルムービーを圧縮するには、突然の

高音量サウンドが表れないようにします。

 ステレオモ一ド

左また右のオーディオに対してオーディオ出力方法を設定し

ます。出力方法は「ステレオ」、「モノラル左」、「モノラ

ル右」または「混合モノラル」として設定できます。

 セットアップ終了

 メニューを終了します。
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トラブルシューティング

プロジェクターに問題が発生すれば、次の情報を参照し
てください。問題が頻発すれば、再販業者またはサービ
スセンターにお問い合わせください。

映像に関する問題

 映像が表示されない：

  「インストール」セクションに記述されているとおり、ケーブル
や電源コードが正しく確実に接続されていることを確認してくだ
さい。

  コネクタピンが曲がったり折れていないことを確認してくださ
い。

  レンズキャップを外し、プロジェクターの電源がオンになって

  投影ランプが正しくセットされていることを確認してください。
「ランプを交換する」セクションを参照してください。

いることを確認してください。

 映像の一部しか表示されない、スクロールする、あるいは
正しく表示されない：

  プロジェクターパネルで[リシンク]を押します。

  PCを使用し ている場合：

  Windows 95, 98, 2000, XP :
 1.   「マイコンピュータ」アイコンから、「コントロールパネル」

フォルダを開き、「画面」アイコンをダブルクリックします。

 2. 「設定」タブを選択します。

 3. ディスプレーの解像度設定が1280 x 1024相当またはそれ以下で
あるか確認してください。

 4. 「詳細」ボタンをクリックします。

 

 5. 解像度設定が1280 x 1024相当またはそれ以下であるか確認して
ください。

DVDプレーヤーが動作

しているとき、「再同

期」機能は使用できま

せん。

NoteNote

プロジェクターがまだイメージ全体を投射できない場合は、ご使
用になっているモニターの表示を変更する必要があります。以下
の手順をご参照ください
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 映像のフォーカスがぼける：
  レンズキャップがはずれていることを確認します。

  投影スクリーンが4.92 - 32.8フィート(1.5 - 10.0メートル)の間に設
置されていることを確認します。

 映像が小さすぎるか大きすぎる：
  プロジェクターの上にあるズームレバーを調整します。

  プロジェクターをスクリーンに近づけるか、スクリーンから遠ざ
けます。

  リモートコントローラの [4:3] / [16:9-I] / [16:9-II] / [Native] ボタ
ンを押すか、プロジェクタパネルの[プロジェクタメニュー]を押
して、「表示-->フォーマット」に進みます。別の設定を試してみ
ます。

 映像の端が斜めになる：
  できる限り、プロジェクターをスクリーン水平位置で中央に、垂
直位置でスクリーンの下端より下になるよう配置します。

  両端が垂直になるまで、リモートコントロールで[キーストン+/- ]
を押します。

 画像が逆になっている：
  OSDから「システム-->投射方式」を選択し、投射方式を調整します。

中断に関する問題

 プロジェクターが操作すべてに対応しない：
  プロジェクターの電源をオフし、電源コードを抜いて再度電源を
投入するまで、少なくとも20秒待ちます。

 ランプが燃え尽き大きな音がする：
  ランプが寿命に達した場合、ランプが消えて大きな音がする場合
があります。これが発生したら、ランプモジュールを交換するま
で、プロジェクターが機能しません。ランプを交換するには、63
ページの「ランプを交換する」セクションの手続きに従ってくだ
さい。

LEDに関する問題

 LEDの発光に関するメッセージ：
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 その他のメッセージ

  ランプの交換: 

 
  ランプ温度異常:

   
  ファンエラー:

   

DVDプレーヤーに関する問題

メッセージ
電源 LED DVD LED

(緑色)
温度 LED
(オレンジ)

ランプ LED
(オレンジ)(ブルー) (緑色)

スタンバイ状態

(電源コード接続)

点滅

スタンバイ状態
(DVDの再生)

点滅

スタンバイ状態
(オーバーヒート)

点滅

電源オン/ランプ
発光

ランプ点灯(DVD 
再生中)

電源オフ/冷却 点滅

エラー(過熱)

エラー(ファン
障害)

点滅

エラー(ランプ
障害)

エラー(フォトセ
ンサーの故障)

点滅

エラー(カラーホ
イールセンサーの
故障)

点滅

ライトオン => 
ライトオフ => 

NoteNote



61

日
本
語

保守

 エラーメッセージが表示された場合：
  ディスクが挿入されていることを確認してください。

  ディスクが清潔で、良好な状態であり、傷がないことを確認して
ください。

  DVDディスクによって、再生できないディスクがあります。この
場合は他のディスクを再生してください。

  DVD中央の穴の近くに、リージョンコードが付いています。プロ
ジェクターでプレイできるDVDのリージョンコードと、ディスク
のリージョンコードを確認してください。プロジェクターはひと
つのリージョンコードにしか対応していません。

 ディスクが自動プレイしません：
  ディスクを挿入したときのみ、ディスクは自動的に再生を開始し
ます。ディスクがすでにローダにロードされている場合、[プレ
イ]ボタンを押すと再生が開始します。

  電源がオンになっているかを確認してください。 

 ディスクがスキップし、連続してプレイしない：
  DVDプレーヤーが[A-B]繰り返し状態でないことをチェックして
ください。

  ディスクに、傷があるか、変形してるかまだ汚れているかどうか
を確認してください。問題があればディスクをクリーニングし、
[GOTO]ボタンを押して、次のチャプターかタイトルに進んでく
ださい。

 CDの映像の一部が表示されない：
  非常に高い解像度（ピクセルの高い数値）の映像は表示できませ
ん。低解像度になるよう標準フォーマットに変換してください。

サウンドに関する問題

 プロジェクターからサウンドが出ない場合：
  外部機器をプレイする場合、ソースデバイスとプロジェクターの
オーディオ入力の間で、オーディオケーブルがしっかり接続され
ていることを確認してください。

  ヘッドホンが接続されていないか確認してください。

  音量を最小にしていないかを確認してください。

  「デジタルセツトアツプ-->オ一ディオ出力」機能がオフに設定さ
れていないことを確認してください。



62

日
本
語

保守

  「システム-->ミュート」機能が「オフ」に設定されていることを
確認してください。

  DVDプレーヤーが一時停止の状態でないことを確認してくださ
い。

リモートコントロールに関する問題

 リモコンがコントロールできません。：
  リモコンの操作角度が、水平方向±30°以内、垂直方向±15°以内に
なってるか確認してください。

  リモコンとプロジェクターの間に障害物がないかを確認してくだ
さい。まだリモコンとプロジェクターの距離を6メートル以内にし
てください。

  電池が正しくセットされていることを確認してください。

  電池が消耗していないか確認してください。消耗している場合、
電池を交換してください。
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互換モード

モード 解像度

(アナログ)

垂直周波数
(Hz) 

水平周波数
(kHz) 

VESA VGA 640 x 350 70 31.46

VESA VGA 640 x 400 60 31.46

VESA VGA 640 x 480 60 31.46

VESA VGA 640 x 480 72 37.86

VESA VGA 640 x 480 75 37.50

VESA VGA 640 x 480 85 43.26

VESA VGA 720 x 400 70 31.46

VESA VGA 720 x 400 85 37.92

VESA SVGA 800 x 600 56 35.15

VESA SVGA 800 x 600 60 37.87

VESA SVGA 800 x 600 72 48.07

VESA SVGA 800 x 600 75 46.87

VESA SVGA 800 x 600 85 53.67

* VESA XGA 1024 x 768 60 48.36

* VESA XGA 1024 x 768 70 56.47

* VESA XGA 1024 x 768 75 60.02

* VESA XGA 1024 x 768 85 68.67

* VESA SXGA 1280 x 1024 60 64.31

MAC G4 640 x 480 60 31.40

MAC G4 640 x 480 72 37.41

MAC G4 640 x 480 75 37.5

MAC G4 640 x 480 85 43.26

MAC G4 800 X 600 56 35.15

MAC G4 800 X 600 60 37.81

MAC G4 800 X 600 72 48.13

MAC G4 800 X 600 75 46.87

MAC G4 800 X 600 85 53.67

* MAC G4 1024 x 768 60 48.27

* MAC G4 1024 x 768 70 56.47

* MAC G4 1024 x 768 75 60.2

* MAC G4 1024 x 768 85 68.67

* MAC G4 1152 x 870 75 68.76

注: [*]は圧縮コンピュ

ータ画像です。

NoteNote
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Optoma 社お問い合わせ先
サービスやサポートにつきましては、最寄のオフィスまでご連
絡ください。

アメリカ
715 Sycamore Drive  電話: 408-383-3700
Milpitas, CA 95035, USA  Fax: 408-383-3702 
メールアドレス: service@optoma.com www.optomausa.com 

カナダ
5630 Kennedy Road, Mississauga,
ON, L4Z 2A9, Canada
電話 : 905-882-4228 Fax: 905-882-4229
www.optoma.com

ヨーロッパ
42 Caxton Way, The Watford Business Park 
Watford, Hertfordshire, WD18 8QZ, UK 
電話: +44 (0) 1923 691 800 Fax: +44 (0) 1923 691 888
www.optomaeurope.com
カスタマーサービス電話: +44 (0)1923 691865 
メールアドレス: service@tsc-europe.com

台湾
5F., No. 108, Minchiuan Rd.  電話: +886-2-2218-2360
Shindian City, Taipei Taiwan 231,  Fax: +886-2-2218-2313
R.O.C. www.optoma.com.tw
メールアドレス:services@optoma.com.tw asia.optoma.com

香港
Room 2507, 25/F., China United Plaza, No. 1008 Tai Nan West Street,
Lai Chi Kok, Kowloon, Hong Kong
電話: +852-2396-8968 Fax: +852-2370-1222
www.optoma.com.hk

中国
5F, No. 1205, Kaixuan Rd.,  電話: +86-21-62947376
Changning District  Fax: +86-21-62947375
Shanghai, 200052, China www.optoma.com.cn

南米
715 Sycamore Drive  電話: 408-383-3700
Milpitas, CA 95035, USA Fax: 408-383-3702
www.optoma.com.br www.optoma.com.mx

日本

東京都足立区綾瀬3-25-18 オーエス東京ビル

株式会社オーエス お客様相談窓口:0120-465-040

E-Mail:info@os-worldwide.com www.os-worldwide.com








